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前に進めることと周りを見渡すこと 
－現状改善と新たな問題への気づき－ 
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将来を見据えた研究を進めることも，現在広く使用されているものを着実に改善していくことも，ともに HCI 研究の

重要な役割である．講演者の最新の研究「モバイルデバイスからの新たな情報提示方法」は，GUI の操作手法研究を
メインにしている講演者にとって初挑戦のテーマであった．本講演では，現状のコンピュータ操作を快適にするため
の研究事例を紹介しつつ，ジャンルの異なる研究に取り組んだ理由，そして発表までの経緯について述べる． 

 
 

 

 
 

 


